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1．はじめに 

プレキャストコンクリート製品は，工場で蒸気養生を行うことにより生産

性を向上させる場合が多い．しかし，蒸気養生を施したコンクリートに関す

る研究は，力学的特性を取り扱ったものが多く，耐久性に関するもの 1)は少

ないのが現状である．本研究では蒸気養生を模擬した温度履歴養生コンクリ

－トを対象に，セメント種類，W/C，養生条件を変化させ，鋼材腐食に繋が

る水分浸透速度係数について検討を行った． 
2．実験概要 
2.1 使用材料および配合  

表-1に使用材料，表-2にコンクリ－トの配合を示す．セメントは，普通

ポルトランドセメント(OPC)および普通エコセメント(ECO)の 2 種類とし，

水セメント比は 35%，45%，55%とした．水分浸透特性に対する粗骨材の遷

移帯による影響を相対的に排除するため，単位粗骨材量を一定とした． 
2.2 養生条件 

 図-1 および表-3 に温度履歴養生の条件を示す．温度履歴養生では，低

温温度履歴養生（L），高温温度履歴養生（H），極端に脱型時の強度発現を

促進させた温度履歴養生（D）の 3 水準とし，材齢 1 日で脱型後 20℃，

60%R.H.に保管した．また比較用に 20℃の水中養生（N）の水準を設けた． 

2.3 試験項目 

 各配合で 2.2の養生を行い，圧縮強度試験(JIS A 1108)，細孔径分布試

験，水分浸透速度係数試験を行った．圧縮強度試験はφ100mm×200mm

の円柱供試体を用いて材齢 1，14 日に行った．細孔径分布試験は材齢 14

日圧縮強度試験後の供試体の高さ方向の中央付近の側面部から採取し，破

砕して 2.5～5mm のものをアセトン浸漬後 7 日以上真空乾燥させ，水銀圧

入法によって測定した．水分浸透速度係数試験は JSCE-G 582-2018 に従って

実施した． 

3．実験結果および考察 

3.1 圧縮強度 
 圧縮強度試験の結果を，W/C=45%の場合を例に図-2 に示す．セメント

種類に着目すると，いずれの養生条件においても ECO は OPC に対して

90％程度の強度発現を示すことがわかる．また，L と H では同程度の圧縮

強度となった．D については，材齢 1 日での強度は高いが，材齢 14 日で

はその他の温度履歴養生条件よりも圧縮強度が小さくなることがわかる． 

3.2 細孔構造 

図-3に細孔径分布試験の結果を，OPC の場合を例に示す．W/C が大きいほど総細孔量が多くなるが，D では W/C 

キーワード プレキャストコンクリート，温度履歴養生，エコセメント，細孔構造，水分浸透速度係数 

連絡先   〒192-0397 東京都八王子市南大沢 1-1 東京都立大学 TEL：042-677-1111 

表-3 温度履歴時間 

記号
前置き
時間
(h)

温度上昇
速度

(℃/h)

最高温度
(℃)

最高温度
保持時間

(h)

温度降下
速度

(℃/h)

L 4 15 45 4 10

H 2 20 60 2 10

D 2 25 70 1.5 30

表-1 使用材料 

細骨材

粗骨材

混和剤

陸砂，表乾密度2.59g/cm³，吸水率2.06％

砕石，表乾密度2.65g/cm³，吸水率0.63％

高性能減水剤：ポリカルボン酸エーテル系

セメント
普通ポルトランドセメント，密度3.16g/cm³

普通エコセメント，密度3.15g/cm³

表-2 配合 

図-1 温度履歴条件 

図-2 圧縮強度 (W/C=45%) 
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に関わらず 50nm を超える粗大な細孔量が多くなることがわかる．また，H

が L よりも若干細孔量が多い傾向にあることから，温度履歴条件の違いが

細孔構造に影響を与えたと考えられる． 

図-4に W/C=45%での細孔径分布試験の結果を示す．いずれの養生方法に

おいても ECO は OPC に比べて 50nm 以上の細孔量が多く，疎な細孔構造と

なっている． 

3.3 水分浸透速度係数 

図-5に OPC の水分浸透速度係数試験の結果を示す．水セメント比が大き

いほど，水分浸透速度係数は大きくなる．L と H では水分浸透速度係数は

同程度であり，D はこれらの 2 倍程度の水分浸透速度係数の値となること

がわかる． 
図-6に ECO の水分浸透速度係数試験の結果を示す．ECO では L が H の

場合よりも水分浸透速度係数が小さくなり，温度履歴養生条件の違いが，

水分浸透速度係数に与える影響が顕著

となっている．図-7で，同じ養生方法で

比較すると，ECO は OPC と比較して水

分浸透速度係数が大きくなっており，前

述の，細孔構造が疎になっていることに

影響されているものと考えられる． 
図-8に水分浸透速度係数と 50nm 以上

の細孔量の関係を示す．50nm 以上の細孔量が多いほど水分浸透速度係数が

大きくなっており，セメント種類，養生方法によらず 50nm 以上の粗大な細

孔が水分浸透特性に影響することがわかる． 
図-9に水分浸透速度係数と材齢 14 日の圧縮強度の関係を示す．圧縮強度

と水分浸透速度係数の関係には，セメント種類や養生条件に関わらず負の

相関があることがわかる．これは，圧縮強度に影響する細孔径と水分浸透挙

動に影響する細孔径が同程度であることを示しているものと考えられる． 
4． まとめ 
(1) 温度履歴養生条件の違いが，細孔構造や水分浸透速度係数に影響を及

ぼす． 
(2) ECO は OPC よりも疎な細孔構造であり，W/C および養生条件が同じで

あれば圧縮強度が小さく，水分浸透速度係数が大きくなる傾向にある． 
(3) 50nm 以上の細孔量または圧縮強度と水分浸透速度係数には，セメン

ト種類や水セメント比，養生方法によらず一律の相関がある． 
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図-3 細孔構造 (OPC) 

図-9 水分浸透速度係数と材齢 14日

圧縮強度の関係 

図-8 水分浸透速度係数と細孔量の関係 

図-4 細孔構造 (W/C=45%) 

図-6 水分浸透速度係数（ECO） 図-5 水分浸透速度係数（OPC） 

図-7 水分浸透速度係数(セメント種別) 
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